
日
韓
歴
史
共
同
研
究
を
素
材
に
、
歴
史
認
識
に
関
わ
る
交
流
の
課
題
を
考
え
る

一
橋
大
学

糟

谷

憲

一

は
じ

め
に

本
報
告
で
は
、
一
九
九
八
年
度
か
ら
二
〇
〇
五
年
度
ま
で
八
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
、
一
橋
大
学
・
ソ
ウ
ル
大
学
校
の
歴
史
研
究
者
を

中
心
と
す
る

「日
韓
歴
史
共
同
研
究
」
の
経
緯
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
「歴
史
共
同
研
究
」
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
、
日
韓
間
の
歴

史
認
識
に
関
わ
る
交
流
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
存
在
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
.
日
韓
歴
史
共

同
研
究

の
経
緯

一
橋
大
学
と
ソ
ウ
ル
大
学
校
の
歴
史
研
究
者
を
そ
れ
ぞ
れ
中
心
と
す
る

「
日
韓
歴
史
共
同
研
究
」
が
始
ま

っ
た
き

っ
か
け
は
、
一
九
九
七

年
八
月
に

一
橋
大
学

・
ソ
ウ
ル
大
学
校
の
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
交
流
試
合
の
た
め
に
ソ
ウ
ル
大
学
校
を
訪
問
し
た

一
橋
大
学
経
済
学
研
究
科
の

中
村
政
則
教
授

(ホ
ッ
ケ
ー
部
顧
問
で
あ

っ
た
)
と
ソ
ウ
ル
大
学
校
の
白
忠
鉱
・李
泰
鎮

・金
容
徳
教
授
と
が
会
談
し
、両
大
学
の
有
志
で
「
日

韓
歴
史
共
同
研
究
」
を
進
め
る
こ
と
で
合
意
し
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
会
談
に
は
、

一
橋
大
学
の
同
窓
会
組
織
で
あ
る

「如
水
会
」
の
研

修
文
化
委
員
で
あ
り
、
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
O
B
で
あ

っ
た
石
川
直
義
氏
も
同
席
し
た
。
ま
ず
第

一
回
は
、
両
国
の
高
校
歴
史
教
科
書
を
検
討
し
、

そ
の
結
果
を

一
九
九
八
年
に
開
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
報
告
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

日
韓
歴
史
共
同
研
究
を
素
材
に
、
歴
史
認
識
に
関
わ
る
交
流
の
課
題
を
考
え
る

(糟
谷
)

七
九



メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学

第

二
号

二
〇
〇
六
年

一
二
月

八
〇

一
橋
大
学
で
は
、中
村
氏
の
提
案
を
受
け
て
、
池
享

(経
済
学
研
究
科
)、吉
田
裕
、
渡
辺
治
、加
藤
哲
郎
、
田
崎
宣
義
、
渡
辺
尚
志
、
若
尾
政
希
、

糟
谷
憲

一
、
ハ
ー
バ
ー
ト

・
P

・
ビ
ッ
ク
ス

(以
上
、
社
会
学
部

[二
〇
〇
〇
年
四
月
か
ら
社
会
学
研
究
科
])
が
、
こ
の
共
同
研
究
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
り
、学
外
か
ら
石
川
氏
、半
澤
健
市
氏

(
一
橋
大
学
社
会
学
部
卒
業
、
の
ち
神
奈
川
大
学
大
学
院
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科
院
生
)

が
加
わ

っ
た
。
こ
の
日
本
側
の

「日
韓
歴
史
共
同
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
研
究
会
は

一
九
九
七
年

一
二
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
、
『韓

国

の
歴
史
-
国
定
韓
国
高
等
学
校
歴
史
教
科
書
』
(明
石
書
店
、
一
九
九
七
年
、
『高
等
学
校
国
史
』
一
九
九
五
年
版
の
日
本
語
訳
)
を
検
討
し

た
。
ま
た
、
三
菱
財
団
に
助
成
金
の
交
付
を
申
請
し
、そ
の
結
果
、
平
成

一
〇
～

一
二
年
度
に
三
菱
財
団
人
文
科
学
研
究
助
成
金
「
ソ
ウ
ル
大
学
・

一
橋
大
学
歴
史
共
同
研
究
」
(総
額
四
〇
〇
万
円
)
を
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
研
究
代
表
者
は

一
九
九
九
年
三
月
ま
で
中
村
政
則

で
あ
り
、
中
村
教
授
の
定
年
退
官
に
よ
り

一
九
九
九
年
四
月
以
降
は
糟
谷
が
担
当
し
た
。

韓
国
側
で
は
、
白
忠
鉱

(
ソ
ウ
ル
大
学
校
法
科
大
学
教
授
、
国
際
法
)
を
代
表
と
し
て
、
金
容
徳

(ソ
ウ
ル
大
学
校
人
文
大
学
教
授
、
日
本

近
現
代
史
)、
李
泰
鎮

(ソ
ウ
ル
大
学
校
人
文
大
学
教
授
、
韓
国
近
代
史
)、
権
泰
憶

(ソ
ウ
ル
大
学
校
人
文
大
学
教
授
、
韓
国
近
代
史
)
、
金
基

爽

(ソ
ウ
ル
大
学
校
師
範
大
学
教
授
、
韓
国
教
育
史
)
、
南
基
鶴

(翰
林
大
学
校
人
文
大
学
教
授
、
日
本
中
世
史
)、
盧
泰
敦

(ソ
ウ
ル
大
学
校

人
文
大
学
教
授
、
韓
国
古
代
史
)
、
都
珍
淳

(昌
原
大
学
校
人
文
大
学
教
授
、
韓
国
現
代
史
)
、
張
寅
性

(ソ
ウ
ル
大
学
校
社
会
科
学
大
学
教
授
、

近
代
東
ア
ジ
ア
思
想
史
)
な
ど
が
参
加
し
た
。
韓
国
側
で
は
、
日
本
の
山
川
出
版
社
発
行
の
高
等
学
校
教
科
書
『詳
説
日
本
史
』
『詳
説
世
界
史
』

を
検
討
し
た
。

一
九
九
八
年
九
月

一
八
日
～
二
〇
日
に

一
橋
大
学
を
会
場
と
し
て
第

一
回
日
韓
歴
史
共
同
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
た
。
教
科
書
の

検
討
結
果
に
つ
い
て
、
日
本
側
は
池
享

(前
近
代
史
)
・
吉
田
裕

(近
現
代
史
)
が
、
韓
国
側
は
南
基
鶴

(前
近
代
史
)
・
権
泰
憶

(近
現
代
史
)

が
報
告
し
た
。
ま
た
特
別
報
告
と
し
て
李
泰
鎮
が

「韓
国
侵
略
に
関
す
る
諸
協
定
の
み
破
格
で
あ
っ
た
」
を
、
糟
谷
憲

一
が

「朝
鮮
の
植
民
地

化

の
過
程
を
ど
う
と
ら
え
る
の
か
」を
報
告
し
た
。
こ
の
第

一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
、
一
九
九
九
年

一
月
に
報
告
書
と
し
て
刊
行
し
た
。

つ
い
で

一
九
九
九
年
の
第
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
向
け
て
、
日
本
側
で
は
、
韓
国
の
大
学
教
養
課
程
向
け
の
概
説
書
で
あ
る
李
基
白

『韓

国
史
新
論
』
(
ソ
ウ
ル
・
一
潮
閣
、
一
九
九
八
年
新
修
重
版
)
を
検
討
し
た

(糟
谷
憲

一
及
び
研
究
補
助
者
の
大
学
院
学
生

・辻
弘
範
が
日
本
語



訳
し
た
も
の
を
使
用
し
た
)
。
韓
国
側
で
は
、
日
本
の
大
学
教
養
教
育
教
科
書
で
あ
る
竹
内
誠

・
佐
藤
和
彦

・
君
島
和
彦

・
木
村
茂
光
編

『教

養
の
日
本
史
』
(東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
の
第
二
版
)
を
検
討
し
た
。
な
お
、
一
九
九
九
年
四
月
よ
り
森
武
麿

(
一
橋
大
学
経
済
学
研

究
科
)
が
参
加
し
た
。

第

二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

一
九
九
九
年
八
月
二
一二
日
～
二
五
日
に
ソ
ウ
ル
大
学
校
で
開
催
さ
れ
た
。
大
学
生
向
け
概
説
書

・
教
科
書
の
検

討
結
果
に
つ
い
て
、日
本
側
は
糟
谷
憲

一
・若
尾
政
希

(前
近
代
)
、中
村
政
則
・吉
田
裕

(近
現
代
)
が
報
告
し
、
韓
国
側
は
南
基
鶴

(前
近
代
)、

金
容
徳

・
都
珍
淳

(近
現
代
)
が
報
告
し
た
。
ま
た
特
別
報
告
と
し
て
池
享
が

「
日
本
戦
国
時
代
史
研
究
の
現
状
」
を
、
金
基
爽
が

「開
化
期

教
育
改
革
」
を
報
告
し
た
。
第
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
発
行
の
報
告
書
と
し
て
公
表
し
た
。
な
お
李
基
白
教
授

か
ら

二
〇
〇
〇
年
二
月
に

「拙
著

『韓
国
史
新
論
』
に
つ
い
て
の
ご
意
見
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は
韓

国
に
お
け
る
研
究
の
現
状
と
水
準
を
確
認
す
る
上
に
お
い
て
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
李
基
白
教
授
の
コ
メ
ン
ト
は
別
途
印

刷
し
て
、
報
告
書
に
挿
入
し
た
。

第

二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
、
次
回
以
降
は
日
本
史
、
朝
鮮
史
、
日
朝
関
係
史
研
究
上
の
重
要
問
題
を
逐
次
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
、
日
韓

双
方

で
確
認
し
た
。
日
本
側
で
は
報
告
の
準
備
活
動
を
行
う

一
方
、
孫
承
詰

『近
世
の
日
本
と
朝
鮮
ー
交
隣
関
係
の
虚
と
実
』
(鈴
木
信
昭
監

訳
、
山
里
澄
江

・
梅
村
雅
英
訳
、
明
石
書
店
、
一
九
九
八
年
)
を
検
討
し
て
、
近
世
日
朝
関
係
史
に
つ
い
て
参
加
者
の
認
識
を
深
め
る
の
に
努

め
た
。
第
三
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二
〇
〇
〇
年
八
月
二
五
日
～
二
七
日
に

一
橋
大
学
で
開
催
さ
れ
、
六
本
の
研
究
報
告

(南
基
鶴

コ

○
～

=
二

世
紀

の
東
ア
ジ
ア
と
高
麗

・
日
本
」、
渡
辺
尚
志

「日
本
近
世
・近
代
移
行
期
村
落
社
会
研
究
の
現
状
と
課
題
」、
張
寅
性

「
「人
種
」
と

「民
族
」

の
差
異
-
東
ア
ジ
ア
連
帯
論
の
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

「人
種
」
ー
」、
権
泰
憶

「同
化
政
策
論
」、
都
珍
淳

「韓
半
島
の
分
断
と
日
本

の
介

入
」
、
H

・
P

・
ビ

ッ
ク
ス

「天
皇
と
朝
鮮
植
民
地
支
配
」
が
行
わ
れ
た
。
第
三
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
、
二
〇
〇

一
年
五
月
に
報
告

書
と
し
て
公
表
し
た
。

日
韓
歴
史
共
同
研
究
を
素
材
に
、
歴
史
認
識
に
関
わ
る
交
流
の
課
題
を
考
え
る

(糟
谷
)

八

一



メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学

第
二
号

二
〇
〇
六
年

一
二
月

八
二

第
四
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
第
三
回
と
同
じ
方
式
で
準
備
さ
れ
た
。
日
本
側
で
は
報
告
の
準
備
活
動
を
行
う

一
方
、
李
泰
鎮

『朝
鮮
王
朝

社
会
と
儒
教
』
(六
反
田
豊
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
〇
年
)
を
検
討
し
、
朝
鮮
近
世
史
に
つ
い
て
参
加
者
の
認
識
を
深
め
る
の
に
努

め
た
。
な
お
、
日
本
側
で
は
朝
鮮
史
研
究
者
が

一
人
し
か
い
な
い
た
め
、

一
橋
大
学
外

の
四
人
の
朝
鮮
史
研
究
者
、
李
成
市

(早
稲
田
大
学
文

学
部
)、
並
木
真
人

(
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
国
際
交
流
学
部
)、
月
脚
達
彦

(東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
)、
林
雄
介

(明
星
大
学
日
本

文
化
学
部
)
を
加
え
て
、
体
制
の
強
化
を
は
か

っ
た
。
韓
国
側
で
も
新
た
に
鄭
肯
植

(ソ
ウ
ル
大
学
校
法
科
大
学
教
授
、
韓
国
法
制
史
)、
李

根
寛

(建
国
大
学
校
法
科
大
学
教
授
、
国
際
法
)
が
加
わ
っ
た
。
第
四
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二
〇
〇

一
年
八
月
二
四
日
～
二
六
日
に
ソ
ウ
ル
大

学
校
で
開
催
さ
れ
、
六
本
の
研
究
報
告

(李
成
市

「
『新
し
い
歴
史
教
科
書
』
古
代
史
叙
述
を
め
ぐ

っ
て
」、
鄭
肯
植

「
朝
鮮
中
期
、
祭
祀
承
継

の
実
態
-
安
東
周
村
、
真
城
李
氏
家
門
の
例
1
」、
若
尾
政
希

「日
本
近
世
に
お
け
る
儒
教
の
位
置
-
近
世
前
期
を
中
心
に
ー
」
、
李
泰
鎮

「両

班
文
化
、
な
ぜ
罵
倒
さ
れ
た
か
」
、
金
容
徳

「京
城
帝
国
大
学
の
教
育
と
韓
人
学
生
」、
森
武
麿

「戦
前
と
戦
後
の
断
絶
と
連
続
-
日
本
近
現
代

史
研
究
の
課
題
ー
」)
が
行
わ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
ソ
ウ
ル
大
学

・
一
橋
大
学
歴
史
共
同
研
究
」
で
は
、
歴
史
教
科
書
の
検
討
か
ら
出
発
し
て
、
両
国
に
お
け
る
歴
史
研
究

の
現
状
と
課
題
意
識
を
相
互
に
理
解
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
認
め
、
重
点
を
歴
史
研
究
そ
の
も
の
に
移
し
て
研
究
上

の
重
要
問
題
を
取
り
上

げ

て
率
直
に
討
論
す
る
こ
と
を
追
求
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
族
の
と
ら
え
方
、
社
会
編
成
、
権
力
構
造
、
在
地
支
配
、

村
落
、
支
配
的
な
政
治
思
想
な
ど
の
点
に
つ
い
て
日
本
と
朝
鮮
と
を
比
較
す
る
こ
と
、
両
国
の
歴
史
を
東
ア
ジ
ア
と

い
う
場
で
と
ら
え
て
い

く

こ
と
、
日
本
と
朝
鮮
と
の
関
係
を
よ
り
具
体
的
に
把
握
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
、
明
確
に
な

っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
点
に

関
す
る
研
究
を
進
め
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
て
設
定
し
た
。
こ
の
課
題
に
接
近
す
る
た
め
、
二
〇
〇

一
年

一
〇
月
、科
学
研
究
費
補
助
金
、

基
盤
研
究

(B
)
「日
本
史
研
究
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
認
識
の
再
検
討
」
(研
究
代
表
者

日
吉
田
裕
)
を
申
請
し
た
。

二
〇
〇
二
年
四
月
に
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
内
定
の
通
知
を
受
け
、
こ
れ
に
対
応
し
て
研
究
の
実
施
体
制
を
再
編
し
た
。
同
年
五
月



に
本
研
究
会
を
推
進
す
る
研
究
会
と
し
て

「東

ア
ジ
ア
認
識
」
研
究
会
を
発
足
さ
せ
た
。
二
〇
〇
二
年
度
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
報
告
を

中
心
に
し
て
研
究
会
を
開
催
し
た
。
第
五
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二
〇
〇
二
年
八
月
二
一ご
日
～
二
五
日
に

一
橋
大
学
で
開
催
さ
れ
、
五
本
の
研

究
報
告

(南
基
鶴

「鎌
倉
時
代
に
お
け
る

「武
威
」
の

一
側
面
-
中
世
日
本
の
自
己
認
識
の
一
形
態
1
」、
山
内
民
博

「倭
乱
の
記
憶

邑
誌

の
中
の
壬
辰
丁
酉
倭
乱
」、
李
根
寛

「東
ア
ジ
ア
に
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
法
の
受
容
に
関
す
る

一
考
察
-
国
際
法
用
語
の
翻
訳
及
び
流

通
を
中
心
に
」
、
朴
明
圭

コ

九
二
〇
年
代
朝
鮮
の
「社
会
」
認
識
と
個
人
主
義
」
、
渡
辺
治

「
現
代
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
」)
が
行
わ
れ
た
。

第
五
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
書
は
、
未
刊
行
で
あ
っ
た
第
四
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
と
と
も
に
、
二
〇
〇
三
年
三
月
に
刊
行
し
た
。

二
〇
〇
三
年
度
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
報
告
を
中
心
に
し
て
研
究
会
を
開
催
し
た
。
第
六
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二
〇
〇
三
年
八
月
二
二

日
～
二
四
日
に
ソ
ウ
ル
大
学
校
で
開
催
さ
れ
、
六
本
の
研
究
報
告

(池
享

「前
近
代
東
ア
ジ
ア
の
貨
幣
と
国
家
」
、
鄭
肯
植

「訴
訟
と
韓
国
法

の
伝
統
」、
李
泰
鎮

「雲
揚
号
事
件
の
真
相
」、
李
根
寛

「伝
統
的
東
ア
ジ
ア
国
際
秩
序
の
観
点
か
ら
み
た

一
八
七
六
年

の
朝
日
修
好
条
規
」、

糟
谷
憲

一
「閾
氏
政
権
の
権
力
構
造
と
そ
の
開
化
政
策

・
外
交
政
策
」、
吉
田
裕

「靖
国
神
社
問
題
の
現
在
」)
が
行
わ
れ
た
。
第
六
回
シ
ン
ポ

ジ

ウ
ム
の
報
告
書
は
、
二
〇
〇
四
年
三
月
に
刊
行
し
た
。

第
六
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
、
二
〇
〇
四
年

一
月
に
歴
史
教
育
研
究
会
編

『日
本
と
韓
国
の
歴
史
共
同
教
材
を
つ
く
る
視
点
』
(梨

の
木
舎
、

二
〇
〇
三
年
)
の
検
討
会
を
行
う
こ
と
を
決
め
、
同
年
二
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
五
回
に
分
け
て
検
討
会
を
開
い
た
。
第
七
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
二
〇
〇
四
年
八
月
二
〇
日
～
二
二
日
に

一
橋
大
学
で
開
催
さ
れ
、
四
本
の
研
究
報
告

(李
賢
恵

「韓
半
島
青
銅
器
時
代
の
畠
作
-
晋
州

大
坪
里
遺
跡
を
中
心
に
ー
」、
林
雄
介

「間
島
に
お
け
る

一
進
会
」
、
権
泰
憶

「
一
九

一
〇
年
代
朝
鮮
総
督
府
の
植
民
統
治
と

「文
明
化
論
」
」、

加
藤
哲
郎

「
二

一
世
紀
に
日
韓
現
代
史
を
考
え
る
若
干
の
問
題
」
)
が
行
わ
れ
た
。
第
七
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
書
は

二
〇
〇
五
年
三
月
に

刊
行
し
た
。

二
〇
〇
五
年
度
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
報
告
を
中
心
に
し
て
研
究
会
を
開
催
し
た
。
第
八
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二
〇
〇
五
年
八
月

二
六
日
～
二
八
日
に
ソ
ウ
ル
大
学
校
で
開
催
さ
れ
、
五
本
の
研
究
報
告

(察
雄
錫

「韓
国
中
世
時
期
に
お
け
る
姓
と
本
貫
の
定
着
」
、
月
脚

達
彦

「朝
鮮
開
化
派
の
東
ア
ジ
ア
認
識
」、
李
根
寛

「日
本
の
韓
国
併
合
過
程
に
お
け
る
国
際
法
上
中
立
の
問
題
に
対
す
る
考
察
」、
半
澤
健

日
韓
歴
史
共
同
研
究
を
素
材
に
、
歴
史
認
識
に
関
わ
る
交
流
の
課
題
を
考
え
る

(糟
谷
)

八
三



メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学

第
二
号

二
〇
〇
六
年

一
二
月

八
四

市

「日
本
財
界
人
の
戦
争
認
識
-
太
平
洋
戦
争
を
中
心
に
ー
」、
李
泰
鎮

「大
韓
帝
国
の
ソ
ウ
ル

(京
城
)
都
市
改
造
事
業

(
一
八
九
六
・九
～

一
九
〇
四
・二
)」
)
が
行
わ
れ
た
。
第
八
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
書
は
二
〇
〇
六
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
。

二
〇
〇
二
年
度
～
二
〇
〇
五
年
度
の
研
究
活
動
は
、
上
記
の
科
学
研
究
費
補
助
金
に
支
え
ら
れ
て
行
わ
れ
た
が
、
引
き
続
き
科
学
研
究
費

補
助
金

の
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
と
し
、
二
〇
〇
五
年

一
〇
月
に
科
学
研
究
費
補
助
金
、
基
盤
研
究

(A
)、
「
日
本
と
朝
鮮
の
間
の
相
互
認

識
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
」
(研
究
代
表
者

"
吉
田
裕
)
を
申
請
し
た
。
二
〇
〇
六
年
四
月
に
採
択
内
定
の
通
知
を
受
け
、
二
〇
〇
六
年
度
～

二
〇
〇
九
年
度
に
わ
た
っ
て

「日
韓
歴
史
共
同
研
究
」
を
継
続
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

第

一
回
、
第
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
各
二
本
の
特
別
報
告
を
含
め
て
、
四

一
本

の
研
究
報
告
が
行
わ
れ
た
。
考
古
学
か
ら
現
代
史

に
至
る
ま
で
、
朝
鮮
史
、
日
本
史
、
日
朝
関
係
史
、
東
ア
ジ
ア
史
に
関
わ
る
多
岐
な
論
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
両
国
に
お
け
る
歴
史
研
究
の
到

達
点
や
課
題
意
識
を
よ
り
深
く
知
る
上
で
、
貴
重
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
を
六
〇
〇
部
印
刷
し
て
、

主

に
日
本
の
歴
史
研
究
者

・
歴
史
教
育
者
に
配
布
し
た
こ
と
も
、
日
韓
両
国
に
お
け
る
歴
史
研
究
の
現
状
を
広
く
知

ら
せ
る
た
め
に
役
立

つ

こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
。

二
.
歴
史

認
識
に
関
わ
る
交
流

の
課
題

次
に
、
八
年
間
の

「日
韓
歴
史
共
同
研
究
」
を
経
験
し
て
、
日
韓
間
の
歴
史
認
識
に
関
わ
る
交
流
を
進
め
る
に
当
た

っ
て
、
直
面
し
て
い
る
、

ま
た
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
課
題
は
何
か
を
、
簡
単
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。



(
一
)
歴
史
教
育
と
歴
史
研
究
と
の
関
係

歴
史
教
育
は
歴
史
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
実
践
的
に
は
か
な
り
難
し
い
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
、
高
等
学
校
の
歴
史
教
育
の
段
階
で
何
を
教
え
た
ら
よ
い
の
か
、
教
え
る
べ
き
か
は
、
大
き
く
は
歴
史
教
育
の
到
達
目
標

の
設
定
の
問
題
で
あ
り
、
個
々
に
は
そ
の
到
達
目
標
へ
の
接
近
に
資
す
る
よ
う
な
、
教
え
る
素
材
、
教
材
の
選
択
の
問
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た

教
育
の
到
達
目
標
の
設
定
や
教
材
の
選
択
の
問
題
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
歴
史
研
究
の
到
達
水
準
が
反
映
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。
「歴
史
教
育
は
歴
史
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
、
歴
史
教
育
の
現
実
の
営
み
に
即
し
て
理
解
す
る
と

す

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
歴
史
研
究
は
歴
史
教
育
に
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

連
携
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
詳
し
く
展
開
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
歴
史
教
育
と
歴
史
研
究
と
の
関
係
が
、
日
韓
両
国
で
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
な
っ

て

い
る
か
は
、
考
察
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。

(二
)
歴
史
研
究
に
お
け
る
認
識
の
相
違
と
交
流

日
本
と
韓
国
で
は
、
歴
史
研
究
に
お
け
る
認
識
は
当
然
に
違

っ
て
い
る
。
韓
国
の
歴
史
研
究
で
は
韓
国
史
が
中
心
で
あ
り
、
近
隣
諸
国
の

歴
史
で
あ
る
日
本
史
研
究
や
中
国
史
研
究
の
比
重
は
高
く
な
い
。
日
本
の
歴
史
研
究
は
日
本
史
研
究
が
中
心
で
あ
る
が
、
中
国
史
研
究
は
分

厚
く
、
朝
鮮
史
研
究
も
原
始

・古
代
か
ら
現
代
ま
で
研
究
者
を
擁
し
て
体
系
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
の
研
究
交
流
は
、
韓
国
の
韓
国
史
研
究
者
と
日
本
の
日
本
史
研
究
者
が
多
数
を
占
め
る
形
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
日
本
の
日
本
史

研
究
者
に
は
、
朝
鮮
史
に
関
す
る
知
識
が
や
や
不
足
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
朝
鮮
の
前
近
代
社
会
は
、社
会

の
構
造
、権
力
構
造
、

思
想
な
ど
多
く
の
面
に
わ
た

っ
て
、
同
時
期
の
日
本
と
も
中
国
と
も
違
う
面
を
持

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
日

本

の
朝
鮮
前
近
代
史
研
究
者
が
解
明
し
て
き
た
こ
と
で
も
あ
る
。
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
対
象
と
す
る
社
会
自
体

の
相
違
に
基
づ
く
認

識

の
相
違
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
と
く
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

日
韓
歴
史
共
同
研
究
を
素
材
に
、
歴
史
認
識
に
関
わ
る
交
流
の
課
題
を
考
え
る

(糟
谷
)

八
五



メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学

第

二
号

二
〇
〇
六
年

一
二
月

八
六

(三
)
朝
鮮
史
認
識
、
日
朝
関
係
史
の
認
識
を
拡
げ
、
深
化
さ
せ
る
た
め
に

高
校
の
歴
史
教
科
書
に
お
い
て
、
朝
鮮
史

・
日
朝
関
係
史
に
関
す
る
叙
述
は
日
本
史

・
世
界
史
に
分
か
れ
て
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
東
ア
ジ

ア
史
な
の
で
、日
本
史
・世
界
史
の
双
方
に
載

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
中
国
史
叙
述
は
世
界
史
教
科
書
に
詳
細
で
あ
る
の
に
対
し
、

同
じ
世
界
史
教
科
書
に
お
け
る
朝
鮮
史
叙
述
は
至

っ
て
貧
弱
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
朝
鮮
史
に
関
す
る
体
系
的
な
理
解
を
得
る
の
に
は
、
高

校
教
員
の
自
発
的
な
教
材
研
究
と
熱
心
な
実
践
に
頼
る
ほ
か
は
な
い
。

朝
鮮
史
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
、
世
界
史
教
育
の
目
標
と
し
て
明
確
に
し
、
体
系
的
な
叙
述
を
世
界
史

教
科
書
に
掲
載
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
日
本
の
朝
鮮
史
研
究
の
水
準
は
、
そ
の
こ
と
を
可
能
な
ほ
ど
に
は
到
達
し
て
い
る
。
日
韓
間
の
「歴
史
認
識
」
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
問

題
に
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
歴
史
教
員
が
朝
鮮
史
に
関
す
る
基
本
事
項

・
基
本
知
識
を
丁
寧
に
教
え
る
こ
と
が
、
ま
ず
必
要
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
き
ち
ん
と
教
え
、
知
識
を
増
す
よ
う
に
し
て
も
、
な
お
近
代
日
本
の
朝
鮮
に
対
す
る
侵
略
政
策
や
植
民
地
支
配
を
肯
定
し
た
り
、

蔑
視
す
る
言
動
が
完
全
に
無
く
な
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し
か
し
、
無
知
に
根
ざ
す
偏
見
を
無
く
し
て
い
く
こ
と
は
急
務
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
で
私
の
報
告
を
終
え
る
が
、
急
い
で
用
意
し
た
の
で
、
「
二
.
歴
史
認
識
に
関
わ
る
交
流
の
課
題
」
は
充
分
に
は
展
開
で
き
て
い
な
い
。

忌
揮
の
な
い
ご
批
判
を
乞

い
た
い
。

日
韓
歴
史
共
同
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
覧

第

一
回
日
韓
歴
史
共
同
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
九
九
八
年
九
月

一
八
日

(金
)
～
二
〇
日

(日
)

○
第

一
日
目

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

於

二

橋
大
学
佐
野
書
院
応
接
室



○
第
二
日
目

報
告

・討
論

於

二

橋
大
学
佐
野
書
院
応
接
室

韓
国
国
定
高
校
歴
史
教
科
書
を
読
ん
で

池

享

「前
近
代
部
分
に
つ
い
て
」

吉
田
裕

「近
現
代
の
叙
述
に
つ
い
て
」

日
本
高
校
歴
史
教
科
書

(山
川
出
版
社

『詳
説
日
本
史
』
『詳
説
世
界
史
』
)
を
読
ん
で

南

基

鶴

「韓
国
史
関
連
記
述
の
検
討

(近
代
以
前
)」

権

泰

憶

「日
本
歴
史
教
科
書
の
検
討

(近
現
代
)
」

特
別
報
告

李

泰

鎮

「韓
国
侵
略
に
関
す
る
諸
協
定
の
み
破
格
で
あ

っ
た
」

糟
谷
憲

一
「朝
鮮
の
植
民
地
化
の
過
程
を
ど
う
と
ら
え
る
の
か
」

○
第
三
日
目

総
合
討
論

於

二

橋
大
学
佐
野
書
院
応
接
室

総
合
討
論

第
二
回
日
韓
歴
史
共
同
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
九
九
九
年
八
月
二
一ご
日

(金
)
～
二
五
日

(日
)

○
第

一
日
目

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

於

"
ソ
ウ
ル
大
学
校
湖
巌
教
授
会
館
、
い
自
《
図
ooヨ

○
第
二
日
目

報
告

・討
論

於

"
ソ
ウ
ル
大
学
校
法
科
大
学
教
授
会
議
室

『韓
国
史
新
論
』
の
検
討

糟
谷
憲

一
「序
章

・終
章
、
第

一
～
八
章
」、

若
尾
政
希

「第
九
～

一
二
章
」

中
村
政
則

「第

一
三
章
」、
吉
田

裕

「第

一
四
～

一
六
章
」

『教
養
の
日
本
史
』
の
検
討

南

基

鶴

「前
近
代
に
つ
い
て
」、
金

容

徳

「近
現
代

(前
半
)
に
つ
い
て
」

日
韓
歴
史
共
同
研
究
を
素
材
に
、
歴
史
認
識
に
関
わ
る
交
流
の
課
題
を
考
え
る

(糟
谷
)

八
七



メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
史
学

第

二
号

二
〇
〇
六
年

一
二
月

、八
八

都

珍

淳

「近
現
代

(後
半
)
に
つ
い
て
」

特
別
報
告

池

享
「
日
本
戦
国
時
代
史
研
究
の
現
状
」

金

基

爽
「開
港
期
の
教
育
改
革
」

○
第
三
日
目

総
合
討
論

於

"
ソ
ウ
ル
大
学
校
法
科
大
学
教
授
会
議
室

総
合
討
論

第
三
回
日
韓
歴
史
共
同
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ニ
○
○
○
年
八
月
二
五
日

(金
)
～
二
七
日

(日
)

○
第

一
日
目

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

於

"
立
川
市

・
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立
川

○
第
二
日
目

報
告

・
討
論

於

二

橋
大
学
佐
野
書
院
応
接
室

南

基

鶴

コ

○
～

=
二
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
と
高
麗

・
日
本
」

渡
辺
尚
志

「日
本
近
世

・近
代
移
行
期
村
落
社
会
研
究

の
現
状
と
課
題
」

張

寅

性

「「人
種
」
と

「民
族
」
の
間
ー
東
ア
ジ
ア
連
帯
論
の
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

「人
種
」
1
」

権

泰

憶

「同
化
政
策
論
」

石
川
直
義

「国
際
歴
史
教
科
書
の
理
想
と
問
題
点
」

○
第
三
日
目

報
告

・討
論

於

二

橋
大
学
佐
野
書
院
応
接
室

都

珍

淳

「韓
半
島
の
分
断
と
日
本
の
介
入
」

H

・ビ
ッ
ク
ス
「
天
皇
と
朝
鮮
植
民
地
支
配
」

総
合
討
論



第
四
回
日
韓
歴
史
共
同
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ニ
○
〇

一
年
八
月
二
四
日

(金
)
～
二
六
日

(日
)

○
第

一
日
目

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

於

"
ソ
ウ
ル
大
学
校
湖
巌
教
授
会
館
、
い
臼
賓
国
oo日

○
第
二
日
目

報
告

・
討
論

於

"
ソ
ウ
ル
大
学
校
法
科
大
学
教
授
会
議
室

李

成

市

「
『新
し
い
歴
史
教
科
書
』
古
代
史
叙
述
を
め
ぐ

っ
て
」

鄭

肯

植

「朝
鮮
中
期
、
祭
祀
承
継
の
実
態
-
安
東
周
村
、
真
城
李
氏
家
門
の
例
1
」

若
尾
政
希

「日
本
近
世
に
お
け
る
儒
教
の
位
置
」

李

泰

鎮

「両
班
文
化
は
な
ぜ
罵
倒
さ
れ
た
か
」

李

根

寛

「伝
統
的
東
ア
ジ
ア
国
際
秩
序
の
観
点
か
ら
み
た

一
八
七
六
年
の
朝
日
修
好
条
規
」

金

容

徳

「京
城
帝
国
大
学
の
教
育
と
韓
人
学
生
」

森

武
麿

「戦
前
と
戦
後
の
連
続
と
断
絶
ー
日
本
近
現
代
史
研
究

の
課
題
-
」

華
城

(水
原
)
踏
査

○
第
三
日
目

総
合
討
論

於

"
ソ
ウ
ル
大
学
校
法
科
大
学
教
授
会
議
室

第
五
回
日
韓
歴
史
共
同
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ニ
○
〇
二

(平
成

一
四
)
年
八
月
二
三
日

(金
)
～
二
五
日

(日
)

○
第

一
日
目

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

於

"
立
川
市

・
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立
川
、
「樫
」

○
第
二
日
目

報
告

・討
論

於

二

橋
大
学
佐
野
書
院
応
接
室

南

基

鶴

「鎌
倉
時
代
に
お
け
る

「武
威
」
の

一
側
面
-
中
世
日
本
の
自
己
認
識
の

一
形
態
1
」

山
内
民
博

「倭
乱
の
記
憶

邑
誌
の
中
の
壬
辰
丁
酉
倭
乱
」

李

根

寛

「東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
法
の
受
容

の
関
す
る

一
考
察
-
国
際
法
用
語
の
翻
訳
及
び
流
通
を
中
心
に
」

朴

明

圭

コ

九
二
〇
年
代
朝
鮮
の

「社
会
」
認
識
と
個
人
主
義
」

日
韓
歴
史
共
同
研
究
を
素
材
に
、
歴
史
認
識
に
関
わ
る
交
流
の
課
題
を
考
え
る

(糟
谷
)

八
九



メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学

第

二
号

二
〇
〇
六
年

一
二
月

九
〇

○
第
三
日
目

報
告

・討
論

於

二

橋
大
学
佐
野
書
院
応
接
室

渡
辺

治

「
現
代
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
ー
昂
揚
と
分
岐
の
背
景
」

午
後
、
吉
田
裕
教
授
の
案
内
で
靖
国
神
社
見
学

第
六
回
日
韓
歴
史
共
同
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ニ
○
〇
三

(平
成

一
五
)
年
八
月
二
二
日

(金
)
～
二
四
日

(日
)

○
第

一
日
目

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

於

"
ソ
ウ
ル
大
学
校
湖
巌
教
授
会
館
、
巨
ξ
幻
oo
目

○
第
二
日
目

報
告

・討
論

於

"
ソ
ウ
ル
大
学
校
国
際
大
学
院

一
四
〇
棟

一
〇
四
号
室

池

享

「前
近
代
東
ア
ジ
ア
の
貨
幣
と
国
家
」

鄭

肯

植

「訴
訟
と
韓
国
法
の
伝
統
」

李

泰

鎮

「
雲
揚
号
事
件
の
真
相
」

李

根

寛

「伝
統
的
東
ア
ジ
ア
国
際
秩
序
の
観
点
か
ら
み
た

一
八
七
六
年
の
朝
日
修
好
条
規
」

糟
谷
憲

一
「
閲
氏
政
権
の
権
力
構
造
と
そ
の
開
化
政
策

・
外
交
政
策
」

吉
田

裕

「靖
国
神
社
問
題
の
現
在
」

○
第
三
日
目

江
華
島

一
帯
踏
査

(甲
串
砲
台
趾
、
江
華
歴
史
館
、
支
石
墓
、
江
華
留
守
府

・
外
奎
章
閣
趾
、
広
城
墾
砲
台
趾
、
草
芝
鎮

砲
台
趾
)

第
七
回
日
韓
歴
史
共
同
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ニ
○
〇
四

(平
成

一
六
)
年
八
月
二
〇
日

(金
)
～
二
二
日

(日
)

○
第

一
日
目

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

於

H
立
川
市

・立
川
駅
ビ
ル

「グ
ラ
ン
デ
ュ
オ
」
七
階

「龍
福
園
」

○
第
二
日
目

報
告

・討
論

於

二

橋
大
学
佐
野
書
院
応
接
室

李

賢

恵

「韓
半
島
青
銅
器
の
畠
作
-
晋
州
大
坪
里
畠
遺
跡
を
中
心
に
ー
」



林

雄
介

「
間
島
に
お
け
る

一
進
会
」

権

泰

憶

コ

九

一
〇
年
代
朝
鮮
総
督
府
の
植
民
統
治
と

「文
明
化
論
」
」

加
藤
哲
郎

「
二

一
世
紀
に
日
韓
現
代
史
を
考
え
る
若
干
の
問
題
」

○
第
三
日
目

佐
倉
市

・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
見
学

第

八
回
日
韓
歴
史
共
同
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ニ
○
〇
五

(平
成

一
七
)
年
八
月
二
六
日

(金
)
～
二
八
日

(日
)

○
第

一
日
目

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

於

"
ソ
ウ
ル
大
学
校
湖
巌
教
授
会
館
、
巨
貯

菊
oo
日

○
第
二
日
目

報
告

・
討
論

於

"
ソ
ウ
ル
大
学
校
エ
ン
ジ
ニ
ア
ハ
ウ
ス

「金
龍
」

察

雄

錫

「韓
国
中
世
時
期
に
お
け
る
姓
と
本
貫
の
定
着
」

月
脚
達
彦

「朝
鮮
開
化
派
の
東
ア
ジ
ア
認
識
」

李

根

寛

「日
本

の
韓
国
併
合
過
程
に
お
け
る
国
際
法
上
中
立
の
問
題
に
対
す
る
考
察
」

半
澤
健
市

「日
本
財
界
人
の
戦
争
認
識
-
太
平
洋
戦
争
を
中
心
に
ー
」

李

泰

鎮

「大
韓
帝
国
の
ソ
ウ
ル

(京
城
)
都
市
改
造
事
業

(
一
八
九
六
・九
～

一
九
〇
四
・二
)」

○
第
三
日
目

披
州
出
版
都
市
、
臨
津
閣
、
非
武
装
地
帯

(D
M
Z
)
等
踏
査

日
韓
歴
史
共
同
研
究
を
素
材
に
、
歴
史
認
識
に
関
わ
る
交
流
の
課
題
を
考
え
る

(糟
谷
)

九

一


